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慢
性
中
耳
炎・難
聴

　

聞
こ
え
が
悪
く
な
る
、
耳
鳴
り
が

す
る
な
ど
は
、
加
齢
に
よ
る
も
の
と

自
己
判
断
す
る
人
が
多
い
。
し
か
し
、

桝
谷
将
偉
院
長
は
「
聴
力
の
低
下
や

耳
鳴
り
、
耳
漏
、
め
ま
い
、
顔
面
神

経
麻
痺
と
い
っ
た
症
状
は
、
そ
の
裏

険
性
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
疾
患
に
起

因
す
る
難
聴
は
年
齢
問
わ
ず
手
術
で

治
る
可
能
性
が
高
い
」
と
話
す
。

　

通
常
、
適
応
と
な
る
手
術
は
鼓

膜
・
鼓
室
形
成
術
だ
が
、
身
体
に
負

担
が
か
か
る
全
身
麻
酔
が
必
要
で
、

術
後
２
週
間
程
度
の
入
院
を
余
儀
な

く
さ
れ
る
こ
と
か
ら
二
の
足
を
踏
む

人
が
多
い
。
そ
の
点
、
桝
谷
院
長
が

お
こ
な
う
耳
鏡
下
耳
内
耳
科
手
術
は

日
帰
り
が
可
能
な
全
く
新
し
い
鼓

膜
・
鼓
室
形
成
術
。
わ
ず
か
数
時
間

で
聴
力
を
取
り
戻
す
こ
と
が
可
能
だ
。

　

従
来
の
手
術
で
は
耳
の
裏
側
を
４

㌢
ほ
ど
切
開
す
る
必
要
が
あ
る
の
に

対
し
、
こ
の
手
術
は
顕
微
鏡
下
の
も

と
耳
鏡
と
呼
ば
れ
る
特
殊
器
具
を
使

用
す
る
た
め
、
耳
の
深
部
を
５
㍉
ほ

ど
切
開
す
る
の
み
。
手
術
時
間
も
従

来
の
半
分
の
30
分
か
ら
２
時
間
程
度

に
短
縮
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
局
所
麻
酔
を
使
用
す
る
た

め
、
術
中
に
聞
こ
え
の
変
化
を
確
認

で
き
る
こ
と
も
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
だ
。

「
全
身
麻
酔
下
で
は
術
中
に
患
者
に

聞
こ
え
の
確
認
を
で
き
な
い
た
め
、

術
後
の
状
態
が
思
わ
し
く
な
け
れ
ば

再
手
術
が
必
要
で
す
。
し
か
し
、
耳

鏡
下
耳
内
耳
科
手
術
は
そ
の
場
で
患

者
に
聞
こ
え
の
確
認
を
し
な
が
ら
、

さ
ま
ざ
ま
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
試
み
る

こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
、
最
善
の

治
療
を
選
択
で
き
ま
す
。
ま
た
、
心

臓
や
脳
に
疾
患
を
抱
え
て
い
る
患
者

で
も
手
術
が
可
能
で
す
」

　

桝
谷
院
長
は
、
耳
鏡
下
耳
内
耳
科

手
術
を
開
発
し
た
日
本
屈
指
の
耳
科

手
術
医
「
仙
台
・
中
耳
サ
ー
ジ
セ
ン

タ
ー
」
の
湯
浅
涼
医
師
に
師
事
し
、

技
術
を
習
得
。
道
内
で
た
だ
一
人
の

耳
鏡
下
内
耳
科
手
術
の
使
い
手
と
し

て
、
こ
れ
ま
で
に
４
０
０
例
以
上
を

経
験
し
て
き
た
。
手
術
費
用
は
保
険

が
適
用
と
な
り
、
70
歳
以
上
で
１
万

２
０
０
０
円
ほ
ど
だ
。

　

な
お
、
瀧
重
成
副
院
長
は
甲
状
腺

疾
患
や
頭
頸
部
腫
瘍
に
精
通
。
北
海

道
大
学
病
院
な
ど
で
舌
が
ん
、
咽
頭

が
ん
、
甲
状
腺
が
ん
の
治
療
を
経
験

し
て
き
た
。「
耳
」
と
「
の
ど
」
の

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
に
よ
る
高
度

な
治
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

桝
谷
将
偉
院
長

ますや・まさより /2006 年旭川医科大学医学部
医学科卒業後、道内基幹病院に勤務。10 年北海
道大学病院耳鼻咽喉科・頭頸部外科学入局。そ
の後函館中央病院医長、仙台・中耳サージセン
ター勤務などを経て 16 年開業。

道
内
唯一の
耳
鏡
下
耳
内
耳
科
手
術

施
術
者
。
日
帰
り
で
音
を
取
り
戻
す

顕
微
鏡
下
で
精
度
の
高
い

オ
ペ
を
実
施

甲
状
腺
エ
コ
ー
を
お
こ
な

う
瀧
重
成
副
院
長

最新鋭のCT。被曝
量は従来の 7分の 1

手
術
室
衛
生
面
に

配
慮

側
に
は
慢
性
中
耳

炎
や
外
耳
道
狭
窄

症
、
耳
小
骨
奇
形

と
い
っ
た
難
聴
を

引
き
起
こ
す
疾
患

が
潜
ん
で
い
る
危


